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改革推進項目の実績  

 

第１章  市民サービスの向上  

 

(１ )  市民ニーズに対応したサービスの向上  

 ○ 手 話 通訳 者 等 派遣 ・ 設 置 の 拡 大  

 ○ 防 災 ・防 犯 メ ール 配 信 事業 の 実 施  

平成 24年 4月 1日 か らは 防 災 行政 無 線 情報 フ リ ーダ イ ヤ ルを 開 始 。  

（年度末）  H22 H23 H24 H25 H2６  H27  

登 録 者 数  
4 ,338  

人  

4 ,925  

人  

5 ,247  

人  

5 ,679  

人  

5 ,966  

人  

6 ,084  

人  

メ ー ル 配 信 回 数  
193 

回  

260  

回  

206  

回  

196  

回  

251  

回  

163  

回  

フ リ ー ダ イ ヤ ル

利 用 回 数  
－  －  

1 ,667  

回  

2 ,454  

回  

2 ,194  

回  

1 ,258  

回  

 ○ 「 市 長へ の 手 紙」 「 市 政へ の ご 意見 ・ ご 提案 」 の 実施   

 H22  H23 H24 H25 H2６  H27  

受付 件 数  ７２ 件  ９０ 件  ６０ 件  ４６ 件  ４０ 件  ４ 5件  

○図 書 館 の毎 週 金 曜日 の 開 館時 間 を 1時間 延 長 し， 19時 まで と し た。  

                           （ H24～）  

 ○ ファ ミ リ ーサ ポー ト セ ンタ ー の 運営 を 開 始 し た 。  

（ 年 度 末 ）  H24 H25  H2６  H2７  

会 員 数  105人  139人  169人  204人  

利 用 数  107件  292件  291件  485件  

○富里第一小学校及び浩養小学校に放課後児童クラブを新設した。（H24）  

○社 会 体 育館 の 祝 日開 館 を 開始 し た 。（ H25～ ）  

 

 (２ )  情報提供の推進  

 ○ 外 国 人支 援 窓 口 を 引 き 続き 設 置 し た 。  

 H22  H23 H24 H25 H2６  H27  

外 国 人 支 援 窓 口  

相 談 件 数  
４７ 件  ２２ 件  ２８ 件  ３７ 件  １０ 件  ９件  

○ 情報を速く正確に発信するために，ホームページの見直しを検討した。（H23） 

○財 政 白 書を 作 成 し， ホ ー ムペ ー ジ で公 表 し た。 （ H24～ ）  

○「 と み ちゃ ん の 協働 通 信 」を 発 行 し， 市 政 協力 員 回 覧な ど で 協働 に 関

する 情 報 を提 供 し た。 （ H24）  
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 ・ 発 行 回数  ６ 回  

○地 震 が 発生 し た 際の 揺 れ やす さ 等 に関 す る 情報 を わ かり や す く提 供

し， 万 が 一の 場 合 の備 え に 役立 て て いた だ く ため に ， 富里 市 防 災マ ッ

プを 配 付 した 。 （ H24～ ）  

○様 々 な 課で 所 管 され て い る子 育 て に関 す る 情報 を 一 つに ま と めた ホ

ーム ペ ー ジ「 マ マ フレ 」 を 作成 し た 。 （ H25～ ）  

○ こ れ ま で 冊 子 の み で あ っ た 『 と み さ と 子 育 て 応 援 ブ ッ ク 』 に つ い て ，

電子 書 籍 版も 作 成 し， ホ ー ムペ ー ジ へ掲 載 し た。 （ H25～ ）  

○協 働 に 関す る 活 動内 容 を 報告 書 と して 発 行 し， 市 政 協力 員 回 覧な ど で

情報 を 提 供し た 。 （ H25～ ）  

○市 民 活 動総 合 補 償制 度 に つい て ， 内容 や 手 続き に つ いて ま と めた パ ン

フレ ッ ト を発 行 し た。 （ H25～ ）  

○市 民 活 動団 体 と 市で 取 り 組ん で い る事 業 を まと め て 事例 集 を 発行 し

た。 （ H26）  

○協 働 を 進め る 上 での 情 報 を掲 載 し た「 市 民 協働 ハ ン ドブ ッ ク 」を 作 成

した 。 （ H27）  

○協 働 の まち づ く りの 拠 点 であ る 市 民 活 動 サ ポー ト セ ンタ ー に つい て

取り ま と めた 記 念 誌や 使 用 の手 引 き ，パ ン フ レッ ト ， ニュ ー ス レタ ー

を発 行 し た。 （ H27）  
 
 (３ )  行政評価の推進  

 ○ 実 施 計画 と 施 策評 価 と の連 携 方 法を 検 討 （ H22～ ）  

 ○ 各 事 業の 実 施 計画 シ ー トを 施 策 評価 と の 連携 を 図 れる よ う なシ ー ト

とし た 。 （ H22～ ）  

 ○ 第 ３ 次実 施 計 画（ 平 成 ２８ ～ ３ ０年 度 ） の策 定 に あた り ， 平成 ２ ８ 年

度か ら の 後期 基 本 計画 策 定 に合 わ せ ，試 行し て き た事 務事 業 評 価を 一

定の 基 準 ，指 標 を もっ て ， 妥当 性 ， 達成 度 や 成果 を 判 定す る 行 政評 価

と位 置 付 け実 施 し た。 （ H27）  

(４ )  電子市役所の推進  

 ○ 「 ち ば電 子 申 請・ 届 出 サー ビ ス 」に つ い て， 平 成 ２２ 年 度 の利 用 実 績

が 6件 と 低迷 し て い るた め 平 成 23年 3月末 ま で の利 用 と した 。 電 子市

役所 の 推 進に つ い ては ，市 民 ニ ーズ の動 向 な どを 踏 ま えな が ら 引き 続

き調 査 ・ 検討 を 行 う。  
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第２章  市民との協働の推進  

 

(１ )  市民協働のシステムづくり   

 ○ 市 民 と市 職 員 で構 成 さ れた 「 協 働の ま ち づく り 推 進計 画 検 討委 員 会 」

から 提 出 され た 提 言書 に 基 づき ，「 富 里市 協 働 のま ち づ くり 推 進 計画 」

を策 定 し た。 （ H22）  

 ○「 協働 の ま ちづ くり 推 進 計画 」で定 めた 29項 目 の 事業 につ い て ５か 年

の年 次 計 画を 定 め 実施 す る こと と し てお り ， 下 記 の 事 業に つ い て実 施

した 。  

【平 成 2３年 度 】  

・市 民 活 動ブ ー ス の設 置  

・（ 仮 称 ）協 働 の まち づ く り推 進 課 の設 置 （ 市民 活 動 推進 課 の 設置 ）  

・市 民 活 動支 援 補 助金 の 創 設  

・協 働 の まち づ く りの 講 座 の開 設  

・市 民 活 動の 実 態 調査  

・協 働 Ｐ Ｒリ ー フ レッ ト の 作成  

・市 広 報 紙及 び ホ ーム ペ ー ジの 充 実  

・地 域 フ ォー ラ ム の開 催  

・と み さ との 情 報 コー ナ ー の創 設  

・パ ブ リ ック コ メ ント 制 度 の周 知  

・審 議 会 等へ の 公 募委 員 に よる 市 民 参画 の 推 進  

・市 政 へ の参 画 機 会の 拡 大  

【平 成 24年 度 】  

・市 民 活 動サ ポ ー トセ ン タ ーの 創 設  

・地 域 づ くり 協 議 会の 検 討  

・（ 仮 称 ）協 働 ス イカ 塾 の 開設  

・協 働 人 材バ ン ク の創 設  

・と み さ とふ れ あ い講 座 の 拡充  

・市 民 活 動発 表 会 の開 催  

・市 民 提 案機 会 の 拡充  

・協 働 の まち づ く りモ デ ル 事業 の 実 施  

・職 員 研 修の 実 施  

【平 成 2５年 度 】  

・新 た に 市民 活 動 保険 を 導 入  

・活 動 事 例集 の 作 成及 び 協 働専 用 ホ ーム ペ ー ジの 開 設 につ い て 検討  
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【平 成 26年 度 】  

・活 動 事 例集 の 作 成  

・ボ ラ ンテ ィ ア 貯 金 の 研 究， 市 民 活 動表 彰 の 創設 に 向 けた 検 討 及び 協

働専 用 ホ ーム ペ ー ジの 開 設 につ い て 検討  

【平 成 27年 度 】  

・市 民 活動 サ ポ ー トセ ン タ ーを 創 設 し， ま ちづ く り コ ーデ ィ ネ ータ ー

を設 置  

・リ ー ダ ー育 成 講 習会 の 実 施  

・（ 仮 称 ）市 民 活 動支 援 基 金の 創 設 につ い て 検討  

・協 働 専 用情 報 発 信の た め のフ ェ イ スブ ッ ク を運 用 開 始  

(２ )  協働事業の推進   

 ○ 区 ・ 自治 会 支 援  

  ・ (一 財 )自治 総 合セ ン タ ーが 実 施 する 一 般 コミ ュ ニ ティ 助 成 事業 を 活

用し ， コ ミュ ニ テ ィ活 動 に 必要 な 備 品購 入 に 対す る 支 援 を し た 。  

・活 動 拠点 と な る 集会 所 の 修繕 等 の 支援 ， 防犯 対 策 と して 防 犯 灯の 設

置等 の 支 援 を し た 。  

・公 共 的 課題 に 自 ら取 り 組 んで い る 市民 活 動 団体 ・ 区 ・自 治 会 に対 し

ての 支 援 ・助 言 を した 。  

 ○ Ｎ Ｐ Ｏや 市 民 の自 主 的・ 自 発的 な活 動 を 促進 す る ため に 導 入し た 公 募

型補 助 金 制度 に よ る補 助 を した 。 （ H22）  

・公 募 型 補助 金 １ 件  補 助 金額 70 ,000円   

 ○ 公 募 型補 助 金 制度 を よ り有 効 に 活用 い た だく た め ，補 助金 制 度 の見 直

しを 行 い， 市 民 が 自主 的 ，自 発 的 に 行う 市 民 活動 を 支 援す る こ とに よ

り， ま ちづ く り の 担い 手 を 数多 く 創 出し て ，協 働 に よ り住 み よ い地 域

社会 を 豊 かに 展 開 して い く こと を 目 的と し た ，市 民活 動支 援 補 助金 制

度を 創 設 した 。 （ 見直 し H22， 創設 H23～ ）  

(補 助金 額 )  H2３  H2４  H2５  H2６  H27  

キッ ク オ フ  

部 門  

4 件  

147,000 円  

３件  

114,000 円  

４件  

192,000 円  

２件  

100,000 円  

２件  

100,000 円  

チ ャ レ ン ジ  

部 門  

４件  

242,000 円  

２件  

194,00０円  

６件  

450,000 円  

６件  

462,000 円  

4 件  

437,000 円  

ス テ ッ プ ア

ッ プ 部 門  

１件  

111,000 円  

－  

－  

１件  

150,000 円  

―  

―  

―  

―  

コ ラ ボ  

部 門  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

2 件  

217,000 円  

1 件  

140,000 円  

合 計  
９件  

500,00 円  

５件  

308,000 円  

１１件  

792,000 円  

１０件  

779,000 円  

7 件  

677,000 円  
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○ア ダ プ トプ ロ グ ラム 登 録 団体 等 に 対し ， ボ ラン テ ィ ア保 険 の 加入 ， 物

品の 支 給 等を 行 い，活動 を 支 援し た 。ま た，新 規登 録 の 募集 を行 っ た 。  

 H22  H23 H24 H25 H26 H27  

登 録 数 （ 件 ） 

（団体・個人） 

87 

件  

84 

件  

85 

件  

85 

件  

81 

件  

77 

件  

登 録  

ボランティア数 

1,071 

名  

1,124 

名  

1,130 

名  

1,076 

名  

1,106 

名  

1,105 

名  

延 べ 総 距 離  125,559 

ｍ  

123,854 

ｍ  

127,584 

ｍ  

129,410 

ｍ  

131,090 

ｍ  

123,060 

ｍ  

 ○ 自 治 会等 が 実 施す る 道 路管 理 作 業に 対 し ，用具 の 貸 出し ，草 等 の回 収，

側溝 等 の 汚泥 回 収 を行 っ た 。  

 H22  H23 H24 H25 H26  H27 

用 具 の 貸 出 し  6件  7件  6件  0件  3件  1件  

草 等 の 回 収  14件  13件  27件  24件  16件  16件  

側 溝 等 の 汚 泥 回 収  62件  43件  47件  71件  42件  60件  

 ○ 公 園 内に お け る除 草 及 び清 掃 等 の日 常 管 理を 協 定 締結 に よ る住 民 参

加に よ り 行っ た 。  

 H22  H23 H24  H25 H26  H27 

管 理 協 定  

締 結 数  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

48団 体  

74公 園  

 

 (３ )  市民参画のまちづくり  

 ○ パ ブ リッ ク コ メン ト の 実施  

 H22  H23 H24 H25 H26 H27 

実施 案 件  6件  3件  6件  4件  9件  12件  

意見 件 数  5件  5件  74件  12件  9件  43件  

 ○ 公 募 委員 の 状 況を 調 査 し， 規 則 ・指 針 に 基づ い て ，審 議 会 等で 積 極 的

に公 募 を 行う よ う 各課 に 促 した 。  

 H22  H23 H24  H25 H26  H27 

機 関 数  5機 関  10機 関  11機 関  10機 関  10機 関  12機 関  

委 員 数  15名  22名  37名  26名  29名  36名  

 ○ 市 長 と直 接 的 な広 聴 の 機会 と し て ,市 長 室を 開 放 し ,その 場 で 市民 の 市

政に 対 す る幅 広 い 意見 を う かが う 「 市長 と 市 長室 で 語 り合 い ま せん

か？ 」 を 実施 し た 。  

 H2２  H2３  

参 加 者  4名  １３ 名  
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○直 接 的 な広 聴 の 機会 と し て， 富 里 中央 公 民 館に て ， 市長 と 市 民が 市 政

に つ い て 語 り 合 う 「 ま ち づ く り ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ 」 を 実 施 し た 。 

 H24  H25 H26 H27  

実 施 回 数  ２回  ２回  ２回  ２回  

参 加 者  24名  44名  ２５ 名  45名  

 ○ 協 働 につ い て 情報 提 供 ，協 働 を 学び 話 し 合う 場 と して ， 「地 域 フ ォ ー

ラム 」，「 協 働 のま ちづ く り 講座 」，「 とみ さ と 協働 塾」を 開催 し た 。  

                          （ H24～ ）  

 ○ 市 民 活 動 団 体 が 発 表 す る 場 と し て 「 市 民 活 動 フ ェ ス タ 」 を 開 催 し た 。 

                          （ H25～ ）  

 ○ 富 里 市地 域 福 祉計 画 の 策定 に あ たり ， 市民 ， その 他福 祉 に かか わ る 方

への ア ン ケー ト 調 査 ，地域 福 祉 座談 会及 び 団 体ヒ ア リ ング 調 査 を実 施

した 。 （ H22）  

 ○ 富 里 市地 域 福 祉計 画 の 策定 に あ たり ， 市民 ， その 他福 祉 に かか わ る 方

の意 見 を 反映 さ せ るた め 公 募委 員 を 含む 策 定 委員 会 の 開催 及 び パブ

リッ ク コ メン ト を 実施 し ま した 。 （ H23）  

 ○ 市 の 環境 保 全 に関 す る 諸施 策 の 基本 と な る環 境 基 本計 画 の 策定 に 際

し， 市 の環 境 の 現 状及 び 将 来的 な 課 題に 対 し， 市 民 の 視点 か ら の意 見

を反 映 す るた め ，公募 委 員 を含 む 環 境基 本 計 画策 定 市 民懇 話 会 の開 催

及び パ ブ リッ ク コ メン ト を 実施 し ま した 。 （ H23）  

○男 女 共 同参 画 計 画（ 第 2次） の 策 定 にあ た り ，市 民 の 皆さ ん の 生の 声

を直 接 伺 う機 会 と して 公 募 市民 で 構 成さ れ る 「男 女 共 同参 画 社 会づ く

り座 談 会」の 開 催及 びパ ブ リ ック コ メ ント を 実 施し た 。（ 平成 24年 度） 

○地 域 の 実情 に 合 った 交 通 体系 を 構 築す る た め必 要 な 事項 を 協 議す る

富里 市 地 域公 共 交 通会 議 の 委員 を 募 集し た 。ま た ，平 成 25年 度か ら 開

始す る 実 証運 行 に 向け 実 証 運行 計 画 の 策 定 に あた り ， パブ リ ッ クコ メ

ント を 実 施し た 。 （ H24）  

○新 保 健 セン タ ー 等建 設 に 関す る 計 画の 調 査 検討 を 行 い市 長 に 提言 す

る（ 仮 称 ）富 里 市 新保 健 セ ンタ ー 等 建設 検 討 懇話 会 を 設置 し ， 会員 を

募集 し た 。ま た ， 新保 健 セ ンタ ー な どの 建 設 に向 け ， 基本 と な る（ 仮

称） 富 里 市新 保 健 セン タ ー 等基 本 計 画の 素 案 を公 表 し ，パ ブ リ ック コ

メン ト を 実施 し た 。 （ H24）  

 ○ 健 康 増進 計 画 の策 定 に あた り ，健康 づ く りの 支 援 や疾 病 予 防対 策 の あ

り方 な ど につ い て 幅広 く 市 民の 皆 さ んの 意 見 を反 映 す るた め 健 康増

進計 画 策 定委 員 会 の委 員 を 募集 し た 。ま た， 健 康 増進 計画 の 素 案を 公
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表し ， パ ブリ ッ ク コメ ン ト を実 施 し た。 （ H25）  

 ○ 市 民 の生 命 ，身体 お よ び財 産 を 災害 か ら 守る た め の基 本 的 な指 針 を 定

める た め， 地 域 防 災 会 議 を 開催 し ， 富里 市 地 域防 災 計 画 の 修 正 案に つ

いて パ ブ リッ ク コ メン ト を 実施 し た 。 （ H26）  

 ○ 犯 罪 のな い ま ちづ く り を推 進 す るた め ，犯 罪 のな いま ち づ くり 推 進 条

例を 設 置 する に あ たり ，富 里 市 安全 で安 心 な まち づ く り条 例 検 討懇 話

会を 設 置 し， 会 員 を募 集 し た。 ま た ，条 例 の 制定 に 向 け， 基 本 とな る

(仮 称 )富 里 市 犯罪 の ない ま ち づく り 推 進条 例 の 素案 を 公 表し ， パ ブリ

ック コ メ ント を 実 施し た 。 （ H26）  

 ○ 富里市一般廃棄物処理基本計画を策定するにあたり，ごみ減量ワークシ

ョップの参加者を募集した。また，ワークショップの意見を反映させた

一般廃棄物処理基本計画のパブリックコメントを実施した。（ H26）                            

 ○ 平 成 27年 度か ら 5か 年 の行 政 改 革 大綱 及 び 改革 プ ラ ンを 改 訂 する た

め， 富 里 市行 政 改 革懇 談 会 を設 置 し ，委 員 を 募集 し た 。ま た ，改 訂 に

向け ，富 里 市 第３ 次行 政 改 革大 綱 及 び改 革 プ ラン の パ ブリ ッ ク コメ ン

トを 実 施 した 。 （ H26）  

 ○ 富 里 市用 途 地 域指 定 基 準を 策 定 する に あ たり ，都 市計 画 審 議会 を 開 催

する と と もに ， パ ブリ ッ ク コメ ン ト を実 施 し た 。 （ H2６）  

 ○ 旧 岩 崎家 末 廣 別邸 の 保 存活 用 を 図る に あ たり ，旧 岩崎 家 末 廣別 邸 保 存

活用 基 本 構想 （ 案 ）の パ ブ リッ ク コ メン ト を 実施 し た 。 （ H27）  

 ○ 富 里 市人 口 ビ ジョ ン 及 び富 里 市 まち ・ ひと ・ しご と創 生 総 合戦 略 を 策

定す る に 当た り ， 富里 市 ま ち・ ひ と ・し ご と 有識 者 懇 談会 を 開 催す る

とと も に ，パ ブ リ ック コ メ ント を 実 施し た 。 （ H27）  

                    ※パ ブ リ ック コ メ ント 抜 粋  

 

第３章  財政基盤の確立  

 

 (１ )  市税等徴収率の向上  

 ○ 市 税 負担 に お ける 公 平 性確 保 ， 税の 適 正 な確 保 の ため ， 納税 の 意 思 が

確認 で き ない 人 に 対し て 財 産の 調 査 ・差 押 を行 い ，債 権取 立 及 び公 売

等換 価 処 分を 行 っ た。  

 ○ 休 日 納 付 相 談 窓 口 の 開 設 や 口 座 振 替 ， コ ン ビ ニ ， マ ル チ ペ イ メ ン ト ，

クレ ジ ッ トカ ー ド（ 軽自 動 車 税）に よる 納付 方 法 を周 知 し，自主 納 付 ，

期限 内 納 付を 推 進 した 。  

○給 付 制 限の 実 施 （介 護 保 険料 ）  
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○給 食 申 込制 の 実 施や 法 的 措置 （ 支 払督 促 ） を実 施 し た。  

○給 食 費 の児 童 手 当か ら の 徴収 を 実 施し た 。 （ H24）  

○ク レ ジ ット カ ー ドに よ る 納付 に 関 して ， 取扱 税 目 を 軽自 動 車 税の ほ か，

市県 民 税 （普 通 徴 収） ， 固 定資 産 税 ，国 民 健 康保 険 税 を加 え ， 納付 方

法の 窓 口 を広 げ た 。 （ 平 成 25年 度）  

 H2２  H2３  H2４  H2５  H26  H27 

市 税  95 .90％  96 .01％  96 .31％  95 .97％  96 .70％  96 .81％  

国民健康保険税  79 .14％  79 .76％  80 .72％  82 .15％  82 .86％  83 .82％  

保 育 料  97 .02％  98 .05％  98 .26％  98 .34％  98 .52％  98 .23％  

介 護 保 険 料  96 .98％  96 .88％  96 .89％  97 .19％  97 .18％  97 .20％  

給 食 費  98 .09％  97 .89％  98 .22％  98 .61％  98 .35％  98 .30％  

 

 (２ )  企業誘致の推進  

 ○ 企 業 誘致 活 動 の実 施  

・第 二 工 業団 地 の 立地 希 望 の企 業 に 立地 審 査 を実 施  

 H2２  H2３  H2４  H2５  H2６  H27  

立 地 審 査 実 施  １社  ３社  ３社  ２社  ２社  ―  

・企 業 に 対し ア ン ケー ト 調 査を 実 施  4 ,000社 （ H22）  

・平 成 27年 度 に立 地率 が １ ００ ％ と なっ た 。  

 

(３ )  使用料・手数料の適正化  

 ○ 当 初 予算 編 成 時に 歳 入 確保 に 関 する 調 書 を作 成 し ，全 課一 斉 見 直し を

実施 。 （ H24～）  

 ○ 社 会 体育 館 使 用料 に ， 小・ 中 ・ 高校 生 区 分を 創 設 した 。 （ H26）  

 

(４ )  公有財産の運用・管理  

 ○ 市 有 地の 有 償 貸付 に よ る財 源 確 保  

 H2２  H2３  H2４  H2５  H2６  H27  

箇 所 数  6 か 所  6 か 所  6 か 所  １１ か 所  7 か 所  9 か 所  

金 額  599,191 

円  

611,191 

円  

623,191 

円  

4,260,345 

円  

4,265,191 

円  

5,535,411 

円  

 ○ 市 有 地の 売 却 によ る 財 源確 保  

  ・ 平 成 26年度   

   売 却額 ： 40 ,100 ,000円   

   売 却地 ： 富 里市 南 新 木戸 1001－ 19 1205 .92㎡  
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 ○ 公 共 施設 の 管 理経 費 の 節減  

  コ ミ ュニ テ ィ セン タ ー ,本 庁 舎 等 ,葉山 保 育 園 ,保 健 セ ンタ ー ,消防 庁 舎 ,

各小 中 学 校及 び 幼 稚園 ,中 央公 民 館 ,社 会体 育 館 ,水 道 事 業 所      

 H2２  H2３  H2４  H2５  H26  

電気  88,508,581 85,067,169 98,052,455 106,464,497 110,222,180 

ガス  2,209,651 1,857,608 4,678,989 4,985,155 5,102,001 

上下水道  30,352,385 28,845,074 27,412,399 29,287,226 26,873,609 

燃料  12,144,457 14,219,406 12,471,396 12,852,103 10,751,440 

合計  133,215,074 129,989,257 142,615,239 153,588,981 152,949,230 

 H27  

電気  101,929,462 

ガス  4,540,823 

上下水道  28,661,585 

燃料  8,953,782 

合計  144,085,652 

 

 

(５ )  新たな財源の確保  

 ○ 広 報 紙「 広 報 とみ さ と 」 等 に 有 料広 告 の 掲載 募 集 を行 っ た 。  

 H2２  H2３  H2４  H2５  H26  H27 

枠 数  54  

枠  

39  

枠  

48  

枠  

49  

枠  

62  

枠  

47  

枠  

金 額  600,000 

円  

450,000 

円  

545,000 

円  

540,000 

円  

680,000 

円  

470,000 

円  

 ○ 市 ホ ーム ペ ー ジに 有 料 広告 の 掲 載募 集 を 行っ た 。  

 H2２  H2３  H2４  H2５  H26  H27 

枠 数  28  

枠  

35  

枠  

32  

枠  

34  

枠  

52  

枠  

45  

枠  

金 額  280,000 

円  

350,000 

円  

320,000 

円  

340,000 

円  

600,000 

円  

340,000 

円  

 ○ 市 民 課・日 吉台 出張 所 の 受付 窓 口 用封 筒 に つい て ,広 告掲 載 し 製作 し た。 

 ○ 窓 口 封筒 印 刷 代を 削 減 した 。  

 H26  H27 

窓 口 封 筒  

印 刷 代  

印 刷 部 数  30 ,000枚  27 ,500枚  

印 刷 代  118 ,125円  111 ,375円  

 ○ ふ る さと 納 税 の御 礼 品 を拡 充 し ，利 用 者 の 手 続 き 緩和 に 向 け， ク レ ジ

ット 払 い 導入 の 検 討を 行 っ た。 （ H27）  

 

 

(単 位 :円 )  
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第４章  行財政の効率的運営  

 

(１ )  計画的な財政運営および財政の健全化  

 ○ 健 全 化判 断 比 率等 の 公 開  

 H21  H22 H23  H24 H25  H26 H27  

財政 力 指 数  0 .83  0 .81  0 .78  0 .76  0 .76  0 .76  0 .77  

経常 収 支 比率  92 .7％  90 .3％  90 .4％  92 .5％  89 .6％  88 .6％  91 .3％  

将来 負 担 比率  30 .7％  22 .3％  20 .0％  27 .5％  49 .0％  60 .2％  62 .1％  

実質公債費比率  7 .1％  6 .0％  5 .2％  4 .4％  3 .6％  3 .3％  3 .7％  

 ○ 経 常 収支 比 率 の改 善  

・実 施 計 画シ ー ト を事 務 事 業評 価 シ ート と 兼 ねる 様 式 とし た 。  

・経 常 経 費の 削 減 に努 め た 。  

 

 (２ )  財政支援団体等への行政関与の見直し  

 ○ 補 助 金の 見 直 し  

・平 成 ２ ４年 度 見 直し に 向 け， 見 直 し方 針 を 検討 し た 。  

・補 助 金見 直 し 方 針に 基 づ き， パ ブ リッ ク コ メン ト 手 法を 応 用 した 見

直し を 実 施し た 。  

見直 し 時 期  H24  H27 

補助 内 容 の見 直 し  ４件  ０件  

廃止  ２件  ０件  

終期 の 設 定  2件  ４件  

 ○ 財 政 援助 団 体 への 行 政 関与 の 見 直し  

・団 体 の規 模 ，事 業の 目 的 や性 質 な ど多 岐 に わた っ て おり 団 体 に対 す

る画 一 的 な関 与 に 関す る 指 針を 策 定 する の は 難し く ，方針 の 策 定に 至

らな か っ たが ， 引 き続 き 調 査・ 検 討 を行 う 。  

(３ )  民間活力の活用  

 ○ 民 間 委託 等 の 推進  

・新 た な 民間 委 託 の実 施 は なか っ た が， 引 き 続き 検 証 を行 う 。  

 ○ 指 定 管理 者 制 度の 適 正 運用  

・印 旛 地 域農 林 業 セン タ ー を平 成 26年 4月 1日 に 譲 与を 受け る に あた  

り指 定 管 理制 度 導 入に つ い て検 討 し ，当 該 施 設設 置 目 的か ら 当 面の 間  

直接 管 理 とす る こ とと し た 。 （ H25）  

・市 民 活 動サ ポ ー トセ ン タ ーに つ い て， 人 材 の組 織 化 と指 定 管 理者 制  

度の 導 入 を検 討 し た 。 （ H27）  
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(４ )  公共事業の適正化  

 ○ 入 札 制度 の 見 直し  

・総 合 評 価落 札 方 式を 試 行 的に 実 施 した 。  

・低 入 札 価格 調 査 制度 を 試 行的 に 実 施し た 。  

・一 般 競 争入 札 に おい て も 予定 価 格 を事 前 公 表と す る こと と し た。  

・ち ば 電 子調 達 シ ステ ム に 参加 し ， 6月開 札 の 工事 案 件 から 電 子 入札

を実 施 し た。  

・全 て の 業種 の 入 札を 電 子 入札 と し ，一 般 競 争入 札 を 促進 し た 。  

 

 ○ 公 共 工事 の コ スト 縮 減  

・ア ス フ ァル ト 合 材 等 に 再 生材 を 使 用  

・工 法 選 択な ど に より ， 工 事費 を 削 減  

 H22  H23 

削 減 額  1 ,503 ,000 円  1 ,252 ,000 円  

・関 係 各課 等 と 連 携し ， 公共 桝 設 置 工事 に お いて 施 工 箇所 を 合 わせ て

行い 舗 装 復旧 費 用 を縮 減  

 H22  H23 H26 H27 

削 減 額  
約 19 ㎡  

125 ,000 円  

約 117 ㎡  

977 ,000 円  

約 5 ㎡  

231 ,000 円  

約 37 ㎡  

129 ,000 円  

・建 設 発 生土 の 工 事間 流 用 によ り ， 運搬 費 ・ 処分 費 を 削減  

 H23  H24 H25 H26  H27 

削減 額  
約 2,440,000 

円  
約 4,300,000 

円  
約 43,920,000 

円  
約 390,000 

円  
約 290,000 

円  
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第5章  組織と人事管理  

(１ )  組織・機構の見直し  

 ○ 企 画 課の 広 報 事務 と 総 務課 秘 書 室の 広 聴 事務 を 統 合し ，秘 書 広 報課 を

設 置 し た 。 新 た に 市 民 活 動 推 進 課 を 設 置 し た 。 経 済 環 境 部 に つ い て ，

名称 を 市 民経 済 環 境部 に 改 め， こ れ まで の ２ 課に 加 え ，市 民 課と 市 民

活動 推 進 課を 同 部 の所 管 と した 。 （ H22）  

 ○ 安 心 し て 長 生 き で き る 医 療 や 福 祉 の 充 実 し た ま ち づ く り 推 進 の た め ，

新 保 健 セ ン タ ー 建 設 を 予 定 。 充 実 し た 施 設 の 早 期 完 成 を 目 指 す た め ，

新保 健 セ ンタ ー 建 設準 備 室 を設 置 し た。 （ H23）  

 ○ 市 内 にあ る 文 化資 源 を 活用 し ，地域 経 済 の活 性 化 につ な げ るま ち づ く

りを 推 進 する た め の一 環 と して ，文化 資源 活 用 室を 設 置 した 。（ H23） 

○組 織 体 制の 見 直 しに よ り，事 務 分掌 の所 管 課 の変 更 を 行 っ た 。（ H24） 

○子 ど も 子育 て 関 連３ 法 に 基づ く 「 子ど も ・ 子育 て 支 援新 制 度 」に 対 応

する た め ，平 成 ２ ６年 度 以 降の 子 育 て支 援 課 の体 制 に つい て 検 討を 行

った 。 （ H25）  

○地 域 包 括ケ ア シ ステ ム の 構築 や 住 民サ ー ビ スの 向 上 及び 職 員 の業 務

体制 の 効 率化 を 図 るた め ， 健康 福 祉 部の 関 連 各課 の 体 制に つ い て検 討

を行 っ た 。 （ H26）  

○幼 保 一 元化 に よ り移 管 さ れる 業 務 に伴 い 新 たな 組 織 （子 ど も 課） 設 置

を検 討 し た。 （ H27）  

○商工観光課の新設・防災課の必要性等について検討した。（H27）                           

 

(２ )  定員管理の適正化  

 H22  H23 H24 H25  H26 H27  

職員数  
(4/1現在 ) 

456人 453人 451人 448人 449人 450人 

普通会計人口  
１万人当たりの職員数  

(類団平均 ) 

83.51人 

(96.06人) 

83.85人 

(94.86人) 

84.21人 

(94.66人) 

81.54人 

(72.62人) 

81.77人 

(71.79人) 

81.85人 

(93.47人) 

一般行政人口  
１万人当たりの職員数  

(類団平均 ) 

51.59人 

(73.05人) 

52.46人 

(72.43人) 

53.06人 

(71.70人) 

51.56人 

(53.82人) 

51.58人 

(53.52人) 

52.23人 

(72.05人) 

 

(３ )  給与の適正化  

 ○ 手 当 の適 正 化  

・勤 務 の 振替 ・ 代 休処 理 の 活用 ， 必 要最 小 限 の時 間 外 勤務 命 令 とな る

よう 管 理 職に よ る 事前 命 令・ 事 後 確 認を 徹 底 し， 時 間 外勤 務 手 当の

削減 に 努 めた 。 あ わせ て 組 織体 制 及 び事 務 の 見直 し に より 時 間 外勤

務手 当 の 削減 に 努 めた 。  
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 ○ 管 理 職を 対 象 に人 事 評 価研 修 を 行っ た 。 （ H22）  

 ○ 試 行 的に 人 事 評価 を 実 施し た 。 （ H23， H24）  

○人 事 評 価を 実 施 し ， 勤 勉 手当 の 成 績率 に 反 映さ せ た 。 （ H25～ ）  

○人 事 評 価者 研 修 を実 施 す るな ど 制 度の 充 実 ・浸 透 を 図っ た 。  

                         （ H27）  

(４ )  人材育成と職員の意識改革  

 ○ 研 修 の充 実  

・研 修 先  

庁 内 研 修 ， 千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー ， 印 旛 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 ， 

市町 村 ア カデ ミ ー ，文 部 科 学省 ， 東 日本 大 震 災被 災 地 復興 支 援 ，  

自治 大 学 校， そ の 他                   

 H22  H23  H24 H25 H26 H27 

のべ 研 修 参加 者  230人  246人  403人  404人  439人  439人  

 

(５ )  危機管理体制の充実  

 ○ 自 主 防災 活 動 の推 進  

・（ 一 財） 自 治 総 合セ ン タ ーが 実 施 する 「 コ ミュ ニ テ ィ助 成 事 業（ 自

主防 災 組 織育 成 事 業） 」 の 申請 を 行 った 。     

 H22  H23  H24 H25 H26 H27 

申請 数  －  ２件  １件  １件  １件  ４件  

助成 決 定 数  １件  －  －  １件  ―  ―  

・ 富里市自主防災組織支援事業補助金交付要綱を制定した。（平成25年度）  

・平 成 ２５ 年 度 か ら５ 年 間 限定 と し た補 助 制 度を 創 設 し， そ の補 助 に

対し １ 団 体よ り 申 請が あ り， 防 災 訓 練等 の 活 動費 及 び 防災 資 機 材 等

の整 備 に 対し て ， 補助 金 を 交付 し た 。  

 ○ 危 機 管理 体 制 の構 築  

・市 地 域 防災 計 画 の修 正 作 業を 実 施 した 。  

・防 災 ・ 防犯 メ ー ル配 信 事 業を 開 始 した  

・災 害時 要 援 護者 支 援プ ラ ン（ 全 体計 画 ）を 平成 22年 8月に 策定 し た 。  

・市 地 域 防災 計 画 を各 課 等 に配 付  

・職 員 初 動マ ニ ュ アル を 作 成し ， 全 職員 に 配 付  

・ 災害時の配備体制表を作成し，各課の災害時配備体制を確認  

・新 規 採 用職 員 研 修時 に ， 富里 市 の 防災 体 制 につ い て の講 義 を 実施  

・防 災 防犯 メ ー ル を活 用 し， 配 信 受 信確 認 訓 練や 職 員 参集 訓 練 を実 施

した 。  


